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令和５年度 第１回北広島市商工業振興審議会会議録 

日 程 令和 5年 9月 11日（月） 

場 所 3階 会議室 3D 

出 

席 

者 

委員 

（6名） 

河西邦人委員、藤山康雄委員、山田久俊委員、丹野司委員、 

長島博子委員、池端有香委員 

事務局 経済部長 川村裕樹、経済部次長 柴清文、 

商工業振興課長 佐々木貴啓、商工業振興課主査 勝谷亜美、 

商工業振興課主査 菊地和良、商工業振興課主事 岩寺結衣 

傍聴者 0人 

会議次第 

1．委嘱状の交付 

2．部長挨拶 

3．委員及び事務局の紹介 

4．会長及び副会長の選出 

5．会長挨拶 

6．会議事録署名委員の選出 

7．議事 

（1）報告事項 

 【報告第 1号】商工業振興基本計画関連施策の実施状況について  

8. その他 

9． 閉会 

配布資料 

・資料１  北広島市商工業振興基本計画関連施策実施状況報告書 

(2022年度実施分) 

・資料 2-1 地域職業相談室運営事業 

・資料 2-2 商工魅力発信事業 

 

1～6. 次第のとおり 
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7. 議事 

（1）報告事項 

【報告第 1号】商工業振興基本計画関連施策の実施状況について 

＜質疑応答・委員からの意見等＞ 

委員 ジョブガイド北広島について、管轄のハローワーク札幌東でできて、ジョブ

ガイド北広島ではできないことはあるのか。 

事務局 雇用保険、失業保険の申請については、ハローワーク札幌東の方でしかでき

ないサービスとなる。それ以外のサービスはほとんどジョブガイド北広島で受

けられるようになっている。 

委員 失業保険の交付は、今後もジョブガイド北広島でできるようになるのは難し

いのか。 

事務局 現状、そのような話はハローワークとの間で出ておらず、こちらで受けるの

は難しいと考えている。 

委員 確かに委員がおっしゃるように雇用保険の手続きと、求職活動が一緒にでき

るといいかと思う。 

委員 資料 1の 7ページに西の里商店街が活動休止と出ているが、現状、店がたく

さんないということか。 

事務局 もともと、西の里・大曲・団地・中央の４つの地区で商店会があった。その

内、西の里と大曲の二つが高齢化や様々な事情により、活動を休止したという

経緯がある。現在活動している商店会は、さんぽまち商店会と中央商店街振興

会という二つになっている。 

委員 大曲は様々な商店があるように思うが、共同体のような商店街の集まりはで

きていないということか。 

事務局 そもそも商工会に加盟していない事業者や商店会に加盟していない事業者

もいる。例えば、ボールパークを契機に市内で飲食店を経営している方が増え

ているが、まだ団体に所属していない事業者もおり、活気があるように見えて

も団体に入っていない事業者がいるのも事実である。 

委員 ジョブガイド北広島で、地元の企業で求人を出している企業はどのくらいい

るのか把握しているか。 

事務局 企業数は把握していないが、ジョブガイド北広島で扱っている求人のうち、

勤務場所が北広島市内のみの求人情報一覧も発行しており、施設内にも掲示板

を作り北広島という特別感を出した対策は行っている。 

委員 どの程度の地元企業が、ハローワークを利用しているのか。ハローワークだ

となかなか人が集まってこないという状況があり、うちの会社で例えると多額

の費用はかかるが、間違いなく希望者が集まってくるということで、民間の求

人サイトを使用している。果たして地元企業の方々はどの程度ジョブガイドを

利用しているのか。 
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事務局 ハローワーク側と話していても、民間のサービスが充実してきており、そち

らで就職される方がいるのも事実である。利便性があるということで駅前に引

っ越したが、引っ越し前と比べて来庁されている方が減っている。 

現在、ハローワークと今後の取り組みについて検討しており、委員がおっし

ゃっているような地元企業を把握した上で、対応していきたいと考えている。 

委員 資料 1 の 8 ページにジョブガイド北広島の KPI として利用者 6096 名、就職

者 263名とあるが、それ以外にも求人数やそのうち地元企業からの求人がどれ

だけあるのか、求人側のデータも示す方が分かりやすいかと思う。 

また、開設された平成 18年から時系列でのデータも必要かと思う。ジョブガ

イド北広島ができたことにより、どう変わってきたか時間軸でのトレンドとい

うものを数字で出すと、なんらかの分析ができるのではないかと思う。特に、

今回は場所を移したことにより、どのような変化があったかをデータで見てい

くと、例えば、今後場所をどうするのかという議論にもなるし、またその中で

地元の事業所からの求人の増減、市内事業所への就職が決まった求職者がどの

くらいいるのか、実際に就職活動をされる方と就職した方の割合を出していく

と、だいたいの就職率が一つの成果として考えられるかと思う。そういったデ

ータをとってお示しいただければ、より深い議論になるかと思うので、よろし

くお願いしたい。 

委員 求職者の人数や、建設業にどれくらいの方が就職を希望しているかなど、そ

の辺のデータもできればお願いしたい。 

委員 商工魅力発信事業について、一市民としての感想だが、商店街という言葉を

聞くと、札幌の狸小路商店街のようにアーケードがあって色んな店が密集して

いるイメージを持たれる方が多いと思っている。北広島市にそういった商店街

があるのか。 

商工魅力発信事業となると、お店側の方たちは自分たちのことだという認識

があると思うが、市民側からみると商店街はどこのことなのだろう、という意

識の差があるような気がする。別の言葉に変える必要はないが、より市民の方

に、北広島にはアーケード街だけじゃなくて、こういう形の商店街があると発

信していけば、より認知度が上がるのでは。 

事務局 市民の方からわかりやすい視点・観点を含めて、今後の取り組みの中で参考

にさせていただく。 

委員 資料 1の 8ページの【女性の就業機会の拡大を図るための取り組み強化】に

ついて、令和元年度に事業を終了しているが、こういう部分は、男女平等や性

の多様性等、色んな方面があると思うので、女性、男性に限らず、女性に特化

した事業は終了したということか。 

事務局 もともとの経緯を申し上げると、この事業は、市の「まち・ひと・しごと創

生総合戦略」という人口を増やすための計画を策定する中で、女性の社会進出

をサポートするため、この事業を実施し、そのときに一定の効果があったため、
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令和元年度に終了した。 

ただ、委員がおっしゃったように、今は当然、単純に女性だけが社会進出が

少ないというわけではないし、男性女性といった概念がなくなってきている中

で、企業も人材が不足していて、求職者も仕事を探している中で、男性女性を

超えた企業と人とのマッチングが大事だと考えている。 

今後も、男性女性では考えずに、まずは企業と人とのマッチングにフォーカ

スして、そこに市として注力していきたいと思っている。 

委員 ボールパークが開業されて、様々な場所からお客さんが毎日のように北広島

市に来ている。観光案内については、エルフィンパーク内の一角にぽつんとあ

り、この観光案内所を少し大きくして、皆さんが待たないで観光案内を享受で

きるようにできないか。観光協会の案件だと思うが、そういう部分で市役所か

らの応援は何かないのか。 

事務局 エルフィンパークの中に仮にというわけではないが、暫定的に置かせてもら

っている。今後、どこかしかるべき場所に移したいという希望はあるが、現在、

選定作業中である。おっしゃるように、ボールパークが開業してから平日 5千

人、土日 1万人、試合がなくても観光客が訪れてくれるような場所になったた

め、観光案内所の機能、場所を含め、引き続き最適な場所を見つけ、検討を進

めていきたい。 

観光協会には、1 日約 20 件、多いときで約 50 件の問合せがあり、ほとんど

が「シャトルバスはどこですか」「料金はいくらですか」など、Fビレッジに関

連することが多く、観光協会にも対応いただいているが、今月末には経済部の

職員も観光案内所に行き、交代で対応する予定である。いずれにしても、あの

場所の一角だけでは対応が難しいということは分かっているので、ハード的な

面も含めて、今後どうするかというのは課題かと思っている。 

委員 スーツケースを持ってきて、それを預ける場所、ロッカーがないとよく聞く

が、こちらの整備はどうなっているか。 

事務局 自転車置き場の一部にロッカーを設置し増設したところであるが、現状、ま

だ足りないかと思っている。設置するスペースについては屋根がないと難しい

面もあるため、今後の増設については、場所など見定めながら対応していきた

い。 

委員 北広島駅から出て、エルフィンロードから行く人も多いと思うが、交番があ

る方から JR の橋を渡ってエルフィンロードに行く人もいると思う。あそこの

橋がすごく暗いイメージがあって、その辺のところの整備については今後どう

考えているか。 

事務局 JRの跨線橋のため、工事が難儀するという部分がある。防犯上の暗さや、階

段が抜けて落ちそうだという声もある。通学路の指定にもなっており、そうい

った課題があることは理解している。 
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委員 前期の審議会の際に、ゼロゼロ融資が終わったあと、事業者さんの資金繰り

が厳しくなるような話が出ていたかと思うが、実際に帝国データバンク等にデ

ータが載っているのを見ていると倒産件数が増えている。そういった中で、商

工業向けの安定支援など、このあたりの今年度の動きはどうなっているか。 

事務局 融資件数については、令和 2 年度のコロナ禍が当然一番多かったが、令和 3

年以降減っている。コロナ禍で借り入れた企業が多く、これ以上借りられない

というところが多いため、全体的に融資の実行件数自体は減っている状態であ

る。 

利子の補給については、令和 2年度のときに 5年間分を一括補給する取組を

行い、5年間分は既に支給しているため、利子補給自体の件数は減っている。   

令和 2年度に借りた事業者の補給が発生するのは、令和 8年度からになる。

それまでは、件数は少ない状態となる。また、倒産件数については、委員がお

っしゃるように実態としては、増えているのが現状である。 

 

8. その他  なし 

 

9. 閉会 


